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▌事務局だより 

１．2月 1日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

39 34 31 29 133名（Eグループ会員：119名） 

2月入会 鶴見 聰氏（多摩・田園） 

２．運営委員会報告 

第 32回通常総会開催の予告（日程が決まりました） 

じゃおニュース先月号の事務局だよりでお知らせしましたが、第 32 回通常総会は、コロナウイル

ス関連の状況が大きく変わらない限り、充分な感染防止対策をした上で対面開催する予定です。 

日程は、オルタナティブ生活館（オルタ館）の開館日に合わせ、5月 21日（日）と決まりました。

皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

なお、総会の終了後には、ささやかな懇親会を行いたいと考えております。地域じゃおを超えた交

流の場になりましたら幸いです。 

３．次回の運営委員会 

日時：2023年 3月 26日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：安田委員、書記：大澤委員 

  

https://jaoclub.com/
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▌会員だより 

若き頃の思い出（老年元波乗り人） 

湘南  知久 明 

水平線と自分との間に横一線にうっすらと影が生じる。それが徐々にせりあがりながら自分の方に迫

ってくる。思わず口元が緩み「これは俺の波だ！」うねりの速度に合わせてパドリングを始める。波の

スピードに負ければおいて行かれる。もうひと掻き、ボードが波の斜面を滑り始める。何とも言えぬ瞬

間と絶妙のタイミングでテイクオフ。風の波がしらはオフショアで後方に飛び散り、ボードは波の斜面

にきっちり食い込む。懐かしい思い出です。 

稲村ケ崎出身の同級生にプロサーファーがおり、彼の手作りボードだ。中学の頃はワンテイク後に湯

たんぽの栓の水抜きをしなければならないロープ付きのフロートと称した板製のボードが結構楽しか

ったし、波乗り人口もまだまだ少なく、今のような海の中に信号機を据えるような人数環境ではなかっ

た。友人の兄がハワイでグラスファイバーを覚えてきて、本物のボードを作り、乗り、学校からは不良

と映っていたかもしれないが楽しい青春の１ページであった。 

ここ数年リタイアされた先輩方？が自転車にボードを積んで、楽し気に海に向かう姿を見ながら朝の

ラッシュの波とコロナ前であれば夜の光の波にもまだまだ乗り込んでおります。 

 

写真は 2022.1.2 鵠沼海岸 12:00 

田舎サーファーもおらず、こんな静かな海は 70年見ていないかもしれない・・・・ 
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「じゃおクラブ」との出遇 

県央 寺西 修 

じゃおの皆さんお元気ですか。この 3～4 年の間コロナ禍感染の恐怖で外出もせず、家の中で孤独を

深めて体力も弱くなって参りました。こんな時じゃおクラブの皆さんとハイキングして、外のきれいな

空気を満喫しながら野山の風景に接することが最高です。今迄人々は外出もせず、語らいも無く孤独な

暮らしをしている人が多いのではないでしょうか。 

しかしそうは言っても各自の健康管理には、充分留意して生きてゆかねばなりません。 

小生も 3年前、前立腺がんが発見されましたが、手術せず「ゾラテックス」を下腹部へ皮下注射を投

与継続して恢復することができた。本当にこれも最良の名医に出会えたお蔭でした。さて小生「じゃお

クラブ」に入会したのは 66 才でした。その縁は NHK の深夜放送を聞いていたら、そこに二人の男性

がマイクの向こうでアナウンサーに対し、神奈川に「じゃおクラブ」のある事を無我夢中で話している

のが聞こえてきました。その中でこの会は男性だけが出席できるクラブで女性は入会できませんと当時、

会長の率川さんと早川さんが、この会のありのままを臨場感溢れて説明しておりました。それを聞いた

小生は「入会すべきはこの会だ」と直感、すぐに入会した。小生は趣味も娯楽もなく、仕事一筋に勤め

てきて行く所等ありません。そこで各人、気軽に外出できるところを提供出来得る処が、この「じゃお

クラブ」でありました。じゃおクラブでは各人の勤めた過去のことは全く必要ありません。あなた自身

の今ここのありのままの情熱こそが必要です。そこにこそ人生後半の素晴らしい生き方があると思いま

す。本当に有難いクラブに出逢うことが出来、感謝です。「じゃお」の皆さん、これからもよくコロナの

正しい情報をキャッチし乍、二度と無い人生の心の青春を謳歌して、生き抜いて行きましょう。 

「じゃおクラブ」の皆さんの健勝を念じます。 

最後にじゃおの相を漢詩にしました。 

 



 

 

- 4 - 

腰痛ですがまだ頑張っています 

県央 戸ヶ崎 正次 

地元の市民劇団演劇やまと塾に所属して 11 年目に入りました。今年は出演が 3 回あり、正月からセ

リフの稽古をやっています。最近は ZOOM でセリフの稽古など、家にいてもある程度のことはでき、

パソコンの前でも大きい声を出すと気分転換になって、体にとても良いことがよくわかってきました。

但し家族にはうるさいと不評です。JAOでも ZOOMを使って朗読劇など出来たら、皆さんに楽しんで

いただけるかもしれません。 

1つ演目を紹介します。アパートに住むネズミ3匹と大家さん、

そして猫が出てくる喜劇です。私はいつも強がっている小心者の

ネズミ役です。20分程度のものですが、初めて脚本を書き、歌詞

も作り、演出もします。プロの演出家の時と違い、私の指示がな

かなか聞いていただけないので大変です。 

また劇団に所属していると、バレエの人たちと共演、ミュージ

カルに出演等、いろいろお声をかけて頂くようになりました。自

分に出来そうもないことであっても、失敗しても許されると考え、

ハイやらせてください、とお受けしています。 

最近は腰痛がいつ出るか怖いのですが、なんとか筋トレなどして、

3演目、楽しみたいと思います。  
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私がもう一度訪れたい土地 

湘南  永井 志成 

年齢も 70 代半ばを迎えようとしている私がもう一度訪れたい場所は幾つかあるが、其の中の一つは

石積みのアーチが綺麗な熊本の通潤橋（つうじゅんきょう）と言う橋である。  

この橋は川を挟んで左右の台地を繋ぐ水管橋であるが、私が初めてこの橋の写真を見たのは 40 代の

頃と記憶している。観光パンフレットには橋の中央両側から滝のように豪快に水を噴き出している写真

である。何故橋の中央から大量の水を噴き出させているのか、何の為なのか謎だった。  

それから数年後、私の職場に交流職員として熊本から○○氏が半年間の任期で派遣されてきた。彼は

探求心旺盛な人で、限られた半年間に仕事以外の多くのことを吸収しようとしていた。私は仕事以外に

も彼の世話係も兼ねていたので親交を深めた。彼が任期を終え熊本に戻ってから二年後、熊本への出張

が有りその帰り熊本の名所案内と以前から気になっていた通潤橋を案内してもらった。通潤橋は熊本の

中心市街地から南東に 20Km程の緑川の支流に架かる橋だった。  

観光パンフレットでは橋の中央両サイドから豪快

に水を噴き出しているのでそれを期待したが、あれ

は配管内に溜まった土砂を排出する為の放水である

とのことだった。ここの地形は川を挟んで左右に広

い台地があり、片側の台地に水利はあるが反対側の

台地に水利は無く、故に水利の無い台地の農民達は

米が作れず雑穀等を作るしかなかった。  

江戸時代この地域の農民達と庄屋が代官所に再三

水管橋を架けさせてほしいと陳情したが、却下どこ

ろか世の中の秩序を乱したとして庄屋に切腹を命じたそうである。しかし庄屋の息子は父の遺志を受け

継ぎ、粘り強く時間をかけ説得した結果架橋が認められたと言うことである。  

余談だが熊本のこの地域には腕の良い石工の集団がおり、一説には加藤清正が朝鮮出兵のおり優秀な

石工達を連れ帰ったとも言われており、熊本城の石垣を作ったのも彼らだとの説がある。川から台地ま

での高さは 20m 近くあり橋を台地の高さまで積み上げることは江戸時代、技術的にも工期的にも又石

材収集も大変難しい。そこで考えた橋は逆サイホンの原理を用いて台地と台地を U 字型に水管を敷設

する事により石積の高さを低く抑え、工期も石材も抑えられるというアイデアである。  

父の遺志を受け継ぎ架橋の総指揮した息子の庄屋は橋が完成し足場を外す時、橋が崩れたら切腹する

覚悟を持って白装束姿で立ち会ったそうである。足場を外す瞬間は積んだ石の重みでわずかな隙間が埋

まりググっと沈む、その緊張感は半端ない。水管は全体が大きな U字形状であり橋の中央部に土砂が堆

積しやすく、中央の排水溝から水と一緒に管内の堆積土砂を排出した時の情景があの写真であることが

良く分かった。30 年前は観光用にお金を払えば一時的に放水すると聞いていたがその後のことはわか

らない。  

江戸時代川に橋を架ける時は木橋が一般的だが、緑川周辺には川幅 3m程度の小川に幾つもの石橋が

架けられ、その姿に石橋ならではの独特の味わいと時の重みが感じられる。周辺の田園風景ともマッチ

しモネの絵画を見ているような心地にさせてくれる。  

皆さんも機会があれば通潤橋を作った当時の時代背景を心に思い描きながら鑑賞しては如何でしょ

う。 
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疎 開 

ベイサイド 仲地 唯通 

疎開は、太平洋戦争の戦前、戦中生まれの方は誰しも経験が在るのでは無いでしょうか？ 

我が家は当時東京の本郷区千駄木町に住んでいたが、昭和 20 年 1 月 28 日の夜間空襲にて住居を全

焼、親子 3人（母、私 4歳、妹 1歳、父は教員をしていた為遅く 19年 6月に出兵）焼き出され、逃げ

るのがやっとだったとか聞かされた（当時の事は記憶に無いが）。何も持ち出す事が出来ず仕舞い、その

後暫くの間親戚にお世話になった後、母の両親の元へ疎開することになった。祖父母一家は、祖父が沖

縄にて海運業（沖縄⇔関西、名古屋方面）を行っており、戦争中空爆により攻撃を受け撃沈されたりし

危なくなったため、祖父の出身地である鹿児島の揖宿(＝指宿)へ先に疎開したと聞いた（母達兄弟は皆

沖縄にて就学した為慣れない土地で大変苦労したとか聞かされたし、叔父の一人は祖父母に嘘を言い沖

縄へ帰ろうとしたとか）。私ら親子は父の親元の沖縄へ疎開する訳にはいかず揖宿の方へ行く事に成っ

たらしいが、疎開中どの様に移動したのか全然記憶に無い。母は当時の事は一切私ら兄妹には漏らさな

かったが、私ら兄妹を連れ大変な時間を掛け遙々九州の最南端の地へ辿り着いたので在ろう。 

疎開先の鹿児島には当時鹿屋海軍基地（現在でも

存在）、知覧特攻隊基地（写真は旧知覧基地跡地にて

撮影）、指宿にも海軍航空基地が在った為、よく米軍

の戦闘機が飛来して来たと聞いている。その都度防

空壕に避難である、夜に成ると明かりが外へ漏れぬ

よう雨戸を閉め電球の傘の周りを布で囲っていたの

は記憶している。また食事と言えば戦時中は米が品

不足で薩摩芋（カライモ）や粟を混ぜ炊き込む物で

在った。薩摩芋はまだ甘みが有り食べられるが、粟

ご飯はぽろぽろで不味く無かったがお腹を満たすには食べずにはいられなかった。この様な状態は終戦

後暫く続いたが出征していた母の兄弟が戦地より帰還、それからは伯父達が食料の調達に明け暮れてい

た。 

終戦数年後に私は小学校に入学するも、校舎が焼失不足し一時期交代で出校時間をずらし授業を受け

た。当時の教室には黒板の上側に昭和天皇、皇后写真が提示されていた、また校庭に有った二宮金次郎

の銅像は台座のみで銅像事態は金属不足で軍隊へ補給したとか聞きました。 

また、昭和 24 年頃と記憶して要るけど指宿の海軍航空基地跡地には不発弾がかなり転がっていて立

ち入り禁止で有った。不発弾の処理時は役場から近づかぬ様通報があり、不発弾の処理時の爆発音と地

響きが凄かった。こんな爆弾で爆撃されてはたまった物ではない、何時の時代も戦争で悲しむ人々が多

く出るのが世界の現状で有る。現在でもロシアがウクライナに無差別爆撃したニュースを毎日の様に見

るが、私らの時もあの様だったのだろうかと非常に心が痛む。戦争は止めて貰いたい物で有る、一人の

権力者のお陰で全世界で多数の人々を悲しませている有様だ。  
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▌じゃお湘南 

「地域活動見本市」会員募集活動報告 

さる 2月 4 日（土）藤沢市役所 1Fラウンジにて、「じゃおクラブ湘南」をはじめ 18団体の参加で「第

17 回地域活動見本市」が開催されました。前回の第 16 回見本市では、2 名の方の新規入会に結びつけ

る効果が有り、今回も何とか新規会員確保にと強い気持ちで取り組みました。私の役目は、来場者の方々

に声掛けをし、「じゃおクラブ」及び「じゃおクラブ湘南」のチラシをお渡しし、じゃお湘南のブースへ

導く役です。 

今まで主に来場者の男性の方を対象に行動をして

いたのですが、今回はご夫婦で来場されている方に

も注視し、何組かのご夫婦にチラシをお渡しし、ブ

ースへの導きを行いました。ご夫婦の質問の大半は

「じゃおクラブ湘南は何をしているのですか？」が

多く、チラシの写真を見て戴きながら説明をしまし

た。その中でも農園での収穫野菜に目を引かれた奥

様は「じゃ、お父さん是非 会に入っては・・・」と

ブースへ。ヨシ！！と思った何組かのご夫婦がおら

れましたが、残念ながら今のところ入会手続き迄に

は至らず、現実は厳しい。結果としては、「じゃお湘南」のブースへ寄られ説明を受けて戴いた方約 40

名、又、氏名、居住所等迄応えてくれた方が 10 名ほどおられました。主催者側の報告によりますと、

今回の来場者数は、寒さのせいか 420名と予定数より少ないとの報告でした。 

尚、J:COMの「ふじさわ情報ナビ」で 2月 27 日～3月 5日迄、毎日 9時、12時、20時、22時、各

15 分間テレビで放映されます。じゃお湘南のブースも撮影されていますので是非見て頂ければ幸いで

す。現在、「じゃお湘南」会員 39名、何とか会員数 45名を目標に新規会員確保に取り組んで参ります。 

今後、9 月には第 18 回見本市も予定されています。会員の皆様新入会員確保に繋がるアイデアがご

ざいましたら、是非ともご一緒に活動をお願い致します。 

「地域活動見本市」にご尽力戴きました皆様本当にご苦労様でした。 

今後とも、ご協力を宜しくお願い致します。 

（湘南 古岡 實 記・写真） 


